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１．ある地域内に売場面積 3000m2 を有する商業施設がある．この施設の建替事業（再開発事業）を行う

にあたり，地域内で得られた 130 地点の公示地価データを用いて地価関数を推定し，事業の便益を算

定する．重回帰分析を適用して地価関数を求めたところ，以下の結果が得られた． 
 
   [地価（円/m2）] = 112300 + 550×[実効容積率（%）] + 46730×[商業施設へのアクセシビリティ] 
           (4.68)   (5.20)                 (9.23) 
 
 回帰式の決定係数は 0.810 である．（ ）内の数値は t 値を表す．また，商業施設へのアクセシビリティ

とは，（売場面積[m2]）/（各地点から商業施設までの距離[m]）1.5 によって定義される指標である．  
 
(1) 上記の回帰式の係数を求める手順を定式化して示せ．ただし，係数を実際に求める必要はない．適宜

変数を定義して説明に用いよ． 
(2) この地価関数により，この地域における地価の変動の何%を説明できると考えられるか？ 
(3) 実効容積率と商業施設へのアクセシビリティのどちらが，地価に対してより強い影響を及ぼしている

と考えられるか？ 理由と共に述べよ． 
(4) 商業施設までの距離が 400m の地点に，実効容積率が 200%で，300m2 の面積を持つ宅地がある．再開

発事業により，商業施設の売場面積が 3000m2 から 4000m2 へと拡大したときに，この宅地全体が享受

する便益を求めよ． 
 
 
 
２．次の各表のような便益と費用を発生すると考えられる二つの公共プロジェクト ， がある．社会的

割引率を 5%として以下の各問いに答えよ． 
 
          表-1 プロジェクト      表-2 プロジェクト   

時点 0 1 2 3 4 5 時点 0 1 2 3 4 5 

便益 0 6 6 7 8 7 便益 0 15 15 8 10 3 
費用 10 4 3 3 2 2 費用 12 8 8 4 4 3 

 
(1) 時点 0 における各プロジェクトの純現在価値を求め，二つのプロジェクトを比較せよ． 
(2) 時点 0 における各プロジェクトの費用便益比を求め，二つのプロジェクトを比較せよ． 
(3) (1)と(2)の比較より，プロジェクトの費用便益分析についてどのようなことが示唆されるかを 1〜2 行

で説明せよ．また，財源の制約がある中で行う費用便益分析においては，純現在価値と費用便益比の

どちらの基準を採用するべきかを 2〜3 行で説明せよ． 
 
  


